（別紙２－１）
事 業 報 告 書
	団　体　名
	温かなご用聞きねっと「たんぽぽ」

	事  業  名
	お金と温もりを持って地域を駆け回る御用聞き事業

	【具体的な内容】

高齢者世帯が地域で孤立している状態を改善するとともに、地域の商店街が活性化するようなお金の流れを創りだし、更に、シニア世代に地域で活躍いただく場を提供できるようにするために、次のように取り組んできた　。

　　対象者　 ９名

　　内容　　 元気なシニア世代の方に高齢者世帯を巡回してもらった。

巡回時に、ご用聞きを行い、日々の生活で困っている「ちょっとしたこと」の依頼を受けて、その解決に取り組んだ。
　　　　　　 「ちょっとしたこと」の具体的内容は、

　　　　　　　　１、お話相手

２、お買い物代行
　　　　　　　　３、一緒に外を散歩する
　　　　　　　　４、庭の草引き

　　　　　　　　５、火災報知機の取り付け

　　　　　　　　６、一緒に料理

　　　　　　　　７、家の掃除
　　　　　　　　８、片づけ

　　　　　　　　９、簡単なマッサージ



	【効　　果】

お元気伺いとして、元気なシニア世代の方々(３名)に高齢者世帯を巡回していただくことで、対象となる高齢者世帯が安心して生活していただける基盤をつくりだすことができた。日々の生活で困っている「ちょっとしたこと」を一緒に行った（又は代行した）り、介護サービス外の介護サービスで補いきれない細かなサービスを取り組めたことにより、より暮らしやすい街へと変える事が出来た。
 同時に、巡回していただいた元気なシニア世代の方には地域の役に立つ活動をしていただくことで、自分たちの暮らす街に目を向けていただくことができ、生きがいも見つけてもらうことができた。
 お買い物の代行では、地元の商店街を中心に利用することによって、地域の人たちに、より地元の商店街に目を向けていただくことができた。また同時に、商店街からは当事業が注目され、各商店より「地域活動」への理解をもらうことができた。
 当事業を開始するにあたって、複数のＮＰＯ法人関係者、地元の商店主、地域住民と、地域をより良くしたいと考える様々な立場の人間が集まって活動できた、ということも本事業の成果である。

一方で、利用者を１０名とすることを想定していたが、９名と少なかった原因として、「利用した後にどれだけ暮らしやすくなるか」が見えにくく、まず一歩を踏み出しにくかったことと、生活に密着した活動をする当団体が活動し始めたばかりであり、当団体に対して信用が少なかったことがあげられる。しかし、ニーズ調査の段階で、現在は必要としていないが、今後必要となるであろうことが予想されると答えられた世帯が多く、これからも活動を続けていくことが大事であり、より利便性の良い団体となるべく、地域をもっとよく知り、各種地域団体との連携も視野に入れ、地域の様々な人が集まって交流できる拠点を作るなど更なるサービスの拡大をしていくことが必要であることがわかった。



 ※  参考資料（記録写真、作成したチラシ、事業について掲載された新聞記事等）を添付してください。
